
（別紙３）

～ 7年　11月　23日

（対象者数） 30人 （回答者数） 28人

～ 7年　11月　16日

（対象者数） 9人 （回答者数） 9人

公表日 2025年　12月20日

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

職員間で情報共有し日々振り返りをし、次
の支援に繋がるよう心掛けている。

2

個別に記録を取り、個々の成⾧に合わせた
個別課題や活動に取り組んでいる。

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

近隣にある複数の公園を活用し、戸外活動
を行うように工夫しています。戸外活動の
制限を補うために、室内に多様な運動経験
ができる環境を工夫しています。

2

可能な限り利用者の希望に沿えるよう調整
し、必要に応じて家族の協力を得ながら、
効率的な送迎を目指していきます。

3

５領域に沿った集団プログラムを作成し総
合的支援を実施している。
専門的支援計画を作成している。

SST、ビジョントレーニング、体幹トレー
ニングを軸としたプログラムを作成し、活
動しています。
個々の発達に沿って個別に対応している。

児発の午前療育においては、小集団で行っ
ている。

机上での個別課題、体を使った粗大遊びを
主に行っています。

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等

戸外遊びに制限がある。 自施設の環境が道路に面している。

児発・放デイの送迎。 児発・放デイと送迎サービスを行っている
が、利用児童が増えたため、必ずしも希望
通りに沿えない事がある。

7年　10月　25日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 7年　12月 　5日

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○事業所名 こぱんはうすさくら豊橋中浜教室

○保護者評価実施期間 7年　10月　25日

○保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表公表


